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論文・図書・学位論文

研究データ

研究データ管理
（RDM）

歴史的・文化的資料

デジタルアーカイブ

抽象度高

学術コンテンツ流通の拡がり

① データ利活用／国際的な
共同研究の促進

② 公的資金による研究成果
の社会への還元

③ 研究公正への対応

国際社会の要請

資金配分
機関

研究機関
（大学等） 研究者

大学図書館等
が扱う
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オープンアクセスの推進

ファクト
・

エビデンス
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機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法
⼈・国⽴研究開発法⼈において、2025 年までに、データポ
リシーの策定率が 100％になる。

第6期科学技術・イノベーション基本計画（2021年3月26日閣議決定） p.59-60より
【科学技術・イノベーション政策において⽬指す主要な数値⽬標】（主要指標）

公募型の研究資金162の新規公募分において、2023 年度まで
に、データマネジメントプラン（ＤＭＰ）及びこれと連動
したメタデータの付与を⾏う仕組みの導⼊率が 100％になる。

研究者の研究データ管理・利活用を促進するため、例えば、データ・キュレーター、図書
館職員、ＵＲＡ、研究の第⼀線から退いたシニア⼈材、企業等において研究関連業務に携
わってきた⼈材、⾃らの研究活動に資する場合にはポスドク等の参画や、図書館のデジタ
ル転換等の取組について、2022 年度までにその⽅向性を定める。

【科技、文、関係府省】



ここからの内容

•『公的資金による研究データの管理・利活用に関する
基本的な考え⽅』

•研究データ基盤システム（NII Research Data Cloud）と
メタデータ共通項⽬

• GakuNin RDM（管理基盤）
• JAIRO Cloud（公開基盤）
• CiNii Research（検索基盤）

•メタデータ共通項⽬とJPCOARスキーマ

•メタデータ共通項⽬とJaLCメタデータ
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『公的資金による研究データの管理・利
活用に関する基本的な考え⽅』

2021年4月 統合イノベーション戦略推進会議にて決定

内閣府「研究ＤＸ」ページで公開されています
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主な内容
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 研究開発を行う機関は、データポリ
シーを策定し、機関リポジトリへの研
究データの収載を進める。（機関リポ
ジトリを有する全ての大学・大学共同
利用機関法⼈・国⽴研究開発法⼈にお
いては、2025年までにデータポリシー
を策定）

 研究データ基盤システム（NII Research Data 
Cloud）を中核的なプラットフォームとして
位置付け、産学官における幅広い利活用を
図るため、メタデータ（データを説明する
ための情報から構成されるデータ）を検索
可能な体制を構築する。（2023年度まで）

 公募型の研究資金の全ての新
規公募分について、DMP及び
メタデータを付与する仕組み
を導⼊。（2023年度まで）

 研究者は、所属機関のデータポリ
シーや公募型の研究資金における資
金配分機関の基準等に基づき、管理
対象データの範囲を定め、メタデー
タを付与し、研究データ基盤システ
ム上において検索可能となるように
登録する。

 研究者や研究プロジェクトをマネジ
メントする者は、資金配分機関の求
めに応じて、 DMP （研究データの
管理計画書）を原則として研究開始
前に作成する。



 研究開発を行う機関は、データポリ
シーを策定し、機関リポジトリへの研
究データの収載を進める。（機関リポ
ジトリを有する全ての大学・大学共同
利用機関法⼈・国⽴研究開発法⼈にお
いては、2025年までにデータポリシー
を策定）

 研究データ基盤システム（NII Research Data 
Cloud）を中核的なプラットフォームとして
位置付け、産学官における幅広い利活用を
図るため、メタデータ（データを説明する
ための情報から構成されるデータ）を検索
可能な体制を構築する。（2023年度まで）

 公募型の研究資金の全ての新
規公募分について、DMP及び
メタデータを付与する仕組み
を導⼊。（2023年度まで）

 研究者は、所属機関のデータポリ
シーや公募型の研究資金における資
金配分機関の基準等に基づき、管理
対象データの範囲を定め、メタデー
タを付与し、研究データ基盤システ
ム上において検索可能となるように
登録する。

 研究者や研究プロジェクトをマネジ
メントする者は、資金配分機関の求
めに応じて、 DMP （研究データの
管理計画書）を原則として研究開始
前に作成する。

主な内容
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• 研究データのメタデータ？
• DMPを作成？
• 機関リポジトリに収載？
• 2023年度まで？



大学・研究機関
等

研究データ
機関リポジトリ

次期

研究データ基盤システム
（NII Research Data Cloud）

国立情報学研究所（NII)

管理・保存

公開・蓄積

検索・アクセス

公募型の
研究資金

資金配分
機関

JST

NEDO

科研費

・・・

アカデミア、産業界等

収載 連携

研究データの検索・利活用

様々なデータ・プラット
フォーム

EBPMのための
システム

SIP等の分野間
データ連携

バイオ、マテリア
ル等の重要戦
略分野

欧州等の海外
のプラットフォーム

研究データ基盤システムとメタデータ
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中核的な
プラットフォーム

100%

DMP／
メタデータ

※

研究者が
付与

※データの説明、管理者、共有・
公開・非公開の区別等、研究
データの概要を示す情報
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項目 必須／任意 備考

1 資金配分機関情報 必須※ 公募型の研究資金を配分した資金配分機関（府省含む）の英語略称
公募型の研究資金以外の場合は記⼊不要

2 e-Radの課題番号 必須※ 公募型の研究資金の場合は、e-Radに登録した課題番号
公募型の研究資金以外の場合は記⼊不要

3 プロジェクト名 必須※ プロジェクトの研究代表者が統括する研究開発の範囲の名称
公式な名称がない場合は、研究者の所属機関のルールに従って⼊力

4 データNo. 必須
管理対象データを⼀意に特定するための番号
公募型の研究資金を配分した資金配分機関が付与
公募型の研究資金以外の場合はデータ管理機関（項⽬14）が付与

5 データの名称 必須 学会資料、報告資料、測定結果などの中身の分からない名称は避ける
6 掲載日・掲載更新日 必須 メタデータの掲載日・掲載更新日
7 データの説明 必須 端的かつ中身の分かる内容を記載
8 データの分野 必須※ e-Radの研究分野（主分野）。e-Radとの連携により、⾃動⼊力される予定。

9 データ種別 必須 研究データ基盤システム上では、通常は「データセット」を標準とするが、データの特性に応
じて「データセット」以外の種別を選択可能

10概略データ量 任意 1GB未満、1GB以上10GB未満、10GB以上100GB未満、100GB以上等の区分により記載

11
管理対象データの利活用・提供⽅針 必須 無償／有償、ライセンス情報、その他条件（引用の仕⽅等）等を記載
アクセス権 必須 公開／共有／非共有・非公開／公開期間猶予から選択
公開予定日 必須 公開期間猶予を選択した場合、公開予定日を記載

12
リポジトリ情報 必須 現在のリポジトリ情報、あるいはプロジェクト後のリポジトリ情報
リポジトリURL・DOIリンク 任意 情報があれば記載

13
データ作成者 任意 管理対象データを生み出した研究者の名前
データ作成者のe-Rad研究者番号 任意 管理対象データ作成者のe-Radの研究者番号
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データ管理機関 必須 各データを管理する研究開発を⾏う機関のe-Radに登録された法⼈名
データ管理者 必須 データ管理組織において各管理対象データを管理する担当者の名前

データ管理者のe-Rad研究者番号 任意 管理者のe-Radの研究者番号
e-Rad研究者番号がない管理者は記⼊不要、ある場合は必須

データ管理者の連絡先 必須 データ管理者の所属機関の住所や電話番号、メールアドレス等
15備考 任意
※公募型の研究資金による研究活動の場合

（赤字箇所は更新予定）メタデータの共通項⽬

最新情報は、『ムーンショット型研究開発
制度におけるメタデータ説明書 第2版』
をご覧ください。



研究データ基盤システムとメタデータ共通項⽬
（NII Research Data Cloud）

NII RDCは、JPCOARスキーマを通じて
メタデータ共通項⽬に対応します
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研究データ基盤システム（NII Research Data Cloud）
とは？

①管理基盤 ②公開基盤 ③検索基盤

データ連携
（準備中）

データ連携
・統合

組織管理者
/外部研究者
/⼀般市民

研究データの検索・アクセス
（国全体）

・メタデータ

研究者

・研究データ本体
・メタデータ（準備中）
・DMP（予定）

日々の研究データの管理・共有
（研究プロジェクトごと、非公開）

研究データの⼀般公開
（研究機関ごと）

・研究データ本体
・メタデータ

図書館員等
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GakuNin RDM
①管理基盤

想定される公開・共有のパターン

メタデータ 公開 共有 非共有
非公開

研究データ
本体 公開 共有 非共有

非公開 共有 非共有
非公開

非共有
非公開

このシステムが対象とする範囲（水色背景）
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メタデータ登録機能 (1)
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「メタデータ・DMP登録」メニューを追加

・GakuNin RDMホーム
・メタデータ・DMP登録

画面イメージ



メタデータ登録機能 (2)
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テンプレート選択

日本語・英語のメタデータ項⽬を順に⼊力

e-Rad登録情報を利用した⼊力補完機能
を備える予定です

画面イメージ



メタデータ登録機能 (3)
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管理対象データのメタデータ編集
メタデータ・DMPテンプレート名

データNo.

データ名称

データの説明

掲載日・掲載更新日

メタデータ登録モック画像（デフォルトファイル名）【⾃動】

https://rdm.nii.ac.jp/x9ujm/ （デフォルトはファイルのURL）【⾃動】

2021-09-14  09:00 AM（カレンダー⼊力、デフォルトは編集日）【⾃動】

この項⽬では、
ファイルを対象としたメタデータ登録モードを説明しています。

公的資金による研究データのメタデータ登録

＊

＊

＊

＊

English

English

英語表記の⼊力
画面との切替

画面イメージ

https://rdm.nii.ac.jp/x9ujm/
https://rdm.nii.ac.jp/x9ujm/


メタデータ登録機能 (4)
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データの分野

データ種別

概略データ量

アクセス権

管理対象データの利活用・提供⽅針

1GB（システムから⾃動計算）【⾃動】

データセット（デフォルト、リストから選択）【⾃動】

無償・有償、ライセンス情報、使用条件を記述

ライフサイエンス（リストから選択）【⾃動】

管理対象データのメタデータ編集

公開予定日
2022-09-14  09:00 AM（カレンダー⼊力、デフォルトは編集日）【⾃動】

公開 / 共有 / 非共有・非公開 / 公開期間猶予から選択

＊

＊

＊

＊

＊

English

画面イメージ



メタデータ登録機能 (5)
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リポジトリ情報

リポジトリURL・DOIリンク

データ作成者

データ作成者のe-Rad研究者番号

山田 太郎 (デフォルトは⼊力者の氏名)【⾃動】

https://doi.org/12.3456/9.876543

12345678 (デフォルトは⼊力者のe-Rad研究者番号)【⾃動】

NII Research Data Cloud 公開基盤（JAIRO Cloud）

管理対象データのメタデータ編集
＊

English

English

画面イメージ



メタデータ登録機能 (6)
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データ管理機関

データ管理者

データ管理者のe-Rad研究者番号

備考

データ管理者の連絡先

12345678 (デフォルトは⼊力者のe-Rad研究者番号)【⾃動】

山田 太郎 (デフォルトは⼊力者の氏名)【⾃動】

taro_yamada@nii.ac.jp（デフォルトは⼊力者のプライマリメール）【⾃動】

国⽴情報学研究所 (デフォルトは⼊力者の所属機関)【⾃動】

管理対象データのメタデータ編集

ここまでが共通メタデータ項⽬に対応する、分野ごとプログラム毎に
追加のメタデータ項⽬が必要な場合はユーザ定義領域を領する。

ユーザ追加属性

Import Export

＊

＊

＊

English

English

English

画面イメージ

mailto:taro_yamada@nii.ac.jp
mailto:taro_yamada@nii.ac.jp


メタデータ登録機能 (7)
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日本語表記 英語表記

画面イメージ



レポーティング機能
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メタデータ登録

• 登録したメタデータはリスト管理されます。
• 資金配分機関への提出用に、メタデータをダウン
ロードできます。

• JAIRO Cloudへのアイテム登録機能も追加予定です。

画面イメージ



データ管理計画 (DMP) 登録

21

テンプレート選択

データ管理計画(DMP)登録

12345678

JST【⾃動】
＊

＊

＊

DMP基本情報
DMP基本情報

管理計画のデザイン

サンプリング計画

データ評価計画

データ分析計画

My DMP

←戻る

管理計画のデザイン
データの保存とバックアップ

データのベスト・プラクティス

メタデータの作成

機密データの取り扱い

データの共有

データのライセンス

データの保存には学内の研究データ管理ポリシーに従い、GakuNin RDMで保存・バックアップ
する。

データ管理計画に基づき適切にデータ管理・公開を実施、公開時やリポジトリなどを設定す
る。

データ管理計画をGakuNin RDM中で作成して登録・提出する。

機密性２・３のデータについてGakuNin RDMで非公開で適切に管理・共有する。
機密性３のデータについては暗号化も⾏う。

共同研究者間でのデータ共有はGakuNin RDMで適切に権限設定を⾏い共有する。

公開データについてはCreative Commons CC-BYなどを設定する。

データ管理計画（DMP）のメタデータ登録機能も
追加予定（2023年度）

画面イメージ



JAIRO Cloud
②公開基盤

想定される公開・共有のパターン

メタデータ 公開 共有 非共有
非公開

研究データ
本体 公開 共有 非共有

非公開 共有 非共有
非公開

非共有
非公開

このシステムが対象とする範囲（水色背景）
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メタデータ登録・編集

メタデータ⼊力・編集画面

DOI付与

JPCOARスキーマによる出力

個別登録

⾃動設定：
共通6: 掲載日・掲載更新日
共通10: 概略データ量
共通12:リポジトリ情報、

リポジトリURL・DOIリンク

e-Rad API開発後
GakuNin RDMでの⾃動補完機能相当機能を検
討
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画面イメージ

データ連携
（準備中）



CiNii Research
③検索基盤

想定される公開・共有のパターン

メタデータ 公開 共有 非共有
非公開

研究データ
本体 公開 共有 非共有

非公開 共有 非共有
非公開

非共有
非公開

このシステムが対象とする範囲（水色背景）
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CiNii Research トップ画面（詳細検索）
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研究データ、
プロジェクトが追加



研究データ表示画面
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データソース（取得元）として、
資金配分機関情報

研究データ検索結果⼀覧 研究データ単体画面

プロジェクト情報を表示

データ本体へはDOIや
外部リンク経由



参考： ムーンショット型研究開発制度における
研究データ・メタデータの流れ（推奨スキーム）

研究プロジェクトの
管理者、研究者

資金配分機関

全ての管理対象
研究データの
メタデータ提出

研究データ
本体

研究データ
本体

②公開基盤

①管理基盤

メタ
データ

メタ
データ

JAIRO Cloud
（機関リポジトリ）

メタデータ

CiNii
Research

e-Rad

内閣府/各省

EBPMへ利用

GakuNin RDM
（ストレージ）

研究データ基盤システム（NII-RDC）

2022年3月
提供予定

2022年5月
提供予定

2022年5月
提供予定

③検索基盤

メタデータ

JPCOARスキーマ準拠

JPCOARスキーマ準拠
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国内の研究データ対応 タイムライン
2021年4月
『公的資金による研究データの管理・利
活用に関する基本的な考え⽅』公開

研究データ基盤システム 開発予定

2022年3月
• 【管理基盤】公的資金による研究データ
のメタデータ登録機能

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度

2025年度

公募型研究資金の新規公募分において、
DMP及びこれと連動したメタデータの
付与を⾏う仕組みの導⼊100%

機関リポジトリを有する大学等における
データポリシーの策定率100％

2022年5月
• 【公開基盤】管理基盤ー公開基盤間の
データ連携機能

• 【検索基盤】公開基盤ー検索基盤間の
データ連携と検索機能

2023年度
• 【管理基盤】研究データ管理計画(DMP)
登録機能
＊ 内容およびスケジュールは、各府省庁・資金配分
機関・大学等との調整により変わります。
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メタデータ共通項⽬とJPCOARスキーマ

基本的な互換性は確保！
更なる利活用促進に向け、JPCOARスキーマで

検討が必要な項⽬も

29



メタデータ共通項⽬とJPCOARスキーマの対応表（⼀部）

メタデータ共通項目
JPCOARスキーマ（案）

共通 共通項目（日） 共通項目（英） 必須／任
意 記述言語

1 資金配分機関情報 Funder 必須 －

助成機関識別子
[datacite:funderIdentifier@funderIdentifierType="Crossref Funder"
JST： https://dx.doi.org/10.13039/501100002241
NEDO： https://dx.doi.org/10.13039/501100001863
AMED： https://dx.doi.org/10.13039/100009619
BRAIN： https://dx.doi.org/10.13039/501100007173
NARO： https://dx.doi.org/10.13039/501100007172
JSPS： https://doi.org/10.13039/501100001691

⼊力値は、Crossref FunderレコードのaltLabel@lang="en"の値。
ここから日本語表記、英語表記を取得する。

2 e-Radの課題番号 e-Rad project ID 必須 － 研究課題番号 [datacite:awardNumber]
3 プロジェクト名 Project name 必須 日英 研究課題名 [jpcoar:awardTitle]

4 データNo. Data No. 必須 －
関連識別子 [jpcoar:relatedIdentifier]
jpcoar:relation@relationType="isIdenticalTo"/relatedIdentifier@identif
ierType="Local"

5 データの名称 Title 必須 日英 タイトル [dc:title]

6 掲載日・掲載更新日 Date (Issued / 
Updated) 必須 －

日付 [datacite:date] 
- Accepted - 受理日
- Available - 利用開始日
- Collected - 収集日
- Copyrighted - 著作権発効日
- Created - 作成日
- Issued - 発⾏日→ ★掲載日
- Submitted - 提出日
- Updated - 最終更新日→ ★掲載更新日（こちらだけ使用？）
- Valid - 有効期日

30

JPCOARスキーマによる
メタデータ共通項⽬の⼊力が可能！

https://dx.doi.org/10.13039/501100002241


今後調整が必要な項⽬
• データの分野

• e-Radの分野コード（最上位の10区分）への対応

• データ種別
• デフォルトは「データセット」
• JPCOARスキーマの「資源タイプ語彙別表」から選択可能
→ COARからResource Types 3.0の語彙が提案されており、その追従について
要検討

• データ管理者の連絡先
• 寄与者（連絡担当者）を使用するが、「寄与者姓名」にTELやE-Mailを含む
⾃由記述が⼊力される可能性がある。
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• 189 | ライフサイエンス | Life Science
• 289 | 情報通信 | Informatics
• 389 | 環境 | Environmental Science
• 489 | ナノテク・材料 | Nanotechnology/Materials
• 589 | エネルギー | Energy Engineering
• 689 | ものづくり技術 | Manufacturing Technology
• 789 | 社会基盤 | Social Infrastructure
• 889 | フロンティア | Frontier Technology
• 900 | ⼈文・社会 | Humanities & Social Sciences
• 1000 | ⾃然科学⼀般 | Natural Science
• 9999 | その他 | Others

JPCOARさま、
ご協力よろしく
お願いします



メタデータ共通項⽬とJaLCメタデータ

JaLC DOI登録することでも、
CiNii Researchから検索可能に
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参考： ムーンショット型研究開発制度における
研究データ・メタデータの流れ（推奨スキーム）

研究データ
本体

研究データ
本体

メタ
データ

メタ
データ

資金配分機関DB
（公開用）

メタデータ（自動）

CiNii
Research

資金配分機関DB
（管理・共有用）
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研究データ基盤システム（NII-RDC）

DOI登録

③検索基盤

研究プロジェクトの
管理者、研究者

資金配分機関

全ての管理対象
研究データの
メタデータ提出

e-Rad

内閣府/各省

EBPMへ利用

メタデータ



メタデータ共通項⽬／JPCOARスキーマ／JaLCメタデータ
の対応表（⼀部）
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メタデータ共通項目
JPCOARスキーマ（案） IRDB→JaLC（登録）

共通 共通項目（日） 必須／任意 記述言語

1 資金配分機関情報 必須 －

助成機関識別子 [datacite:funderIdentifier@funderIdentifierType="Crossref
Funder"
JST： https://dx.doi.org/10.13039/501100002241
NEDO： https://dx.doi.org/10.13039/501100001863
AMED： https://dx.doi.org/10.13039/100009619
BRAIN： https://dx.doi.org/10.13039/501100007173
NARO： https://dx.doi.org/10.13039/501100007172
JSPS： https://doi.org/10.13039/501100001691

⼊力値は、Crossref FunderレコードのaltLabel@lang="en"の値。
ここから日本語表記、英語表記を取得する。

[ma] fund_list/fund/funder_name
[o] fund_list/fund/funder_name/lang
[o] fund_list/fund/funder_identifier
[o] fund_list/fund/funder_identifier/type="FundRef"

2 e-Radの課題番号 必須 － 研究課題番号 [datacite:awardNumber]
[o] fund_list/fund/award_number
※複数の助成金番号を設定する場合は、"|"（パイプ）区切りで指
定

3 プロジェクト名 必須 日英 研究課題名 [jpcoar:awardTitle] ※ 対応要素なし

4 データNo. 必須 －
関連識別子 [jpcoar:relatedIdentifier]
jpcoar:relation@relationType="isIdenticalTo"/relatedIdentifier@identifierT
ype="Local"

[o] alternate_identifier_list/alternate_identifier/
[ma] alternate_identifier_list/alternate_identifier/type="Other"

5 データの名称 必須 日英 タイトル [dc:title]

[ma] /title_list/titles/lang
2桁言語コード/指定言語がない場合は"unk" を設定
[m] /title_list/titles/title
各言語ごとのタイトルを⼊力

6 掲載日・掲載更新日 必須 －

日付 [datacite:date] 
- Accepted - 受理日
- Available - 利用開始日
- Collected - 収集日
- Copyrighted - 著作権発効日
- Created - 作成日
- Issued - 発⾏日 → ★掲載日
- Submitted - 提出日
- Updated - 最終更新日 → ★掲載更新日（こちらだけ使用？）
- Valid - 有効期日

掲載日
[m] publication_date
datacite:date@dateType="Issued"

[m] publication_date/year
[m] publication_date/month
[m] publication_date/day
========
掲載更新日
[o] date_list/date
[ma] date_lis/date/type="Updated"JaLCメタデータもほぼ対応

https://dx.doi.org/10.13039/501100002241


今後調整が必要な項⽬
• 助成課題名

• 対応する要素がない
• データの分野

• e-Radの分野コード（最上位の10区分）への対応
• アクセス権

• 対応する要素がない

• リポジトリ情報（機関リポジトリの名称）
• 近い要素として「出版社名」がある。
• 「リポジトリに登録しているが、商用出版社からも公開している」場
合等、混乱が懸念される。
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• open access（公開）
• restricted access（制限）
• embargoed access（公開期間猶予）
• metadata only access（メタデータのみ）



メタデータの相互運用性に関する検討ワーキンググループ（メタデータWG） R3年度の実施体制

NDL：電子情報サービス課等

NDL：電子情報サービス課等

JPCOAR コンテンツ流通促進作業部会（メタデータチーム） NII：学術コンテンツ課

課題
「デジタルアーカイブのメタデータ流通検討」

課題「サービス連携に関する将来検討」
課題「研究データに関する検討」

JST：研究成果連携グループ

NDL：電子情報サービス課等

NII：学術コンテンツ課

課題
「視覚障害者等用データに関する検討」

NDL：図書館協力課

これからの学術情報システム構築検討委員会

三機関連絡会議

○NDL
総務部企画課

○JST
情報基盤事業部
研究成果情報グループ

○NII
学術基盤推進部
学術コンテンツ課

各機関窓口（定期会合）メタデータWG

連携協力事項（概要）＜予定＞
「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え⽅」（内閣府統
合イノベーション戦略推進会議）に指定された研究データのメタデータ共通項⽬に、
NII研究データ基盤（GakuNin RDM＋JAIRO Cloud＋CiNii Research）、JaLC（研究データ
形式）等の関連システムが適切に対応できるよう、調整する。
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